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薬学モデル・コアカリキュラムに相当しない独自科目

Neuroscience 1 unit (selection) 4th-year(1st semester)

Yoshiyuki Yoshimura ·Associate Professor / Medical Pharmacology, Clinical Pharmacy, Pharmaceutical Sciences

Target〉 生体のダイナミックな情報ネットワークの最も基礎をなす神経機能，記
憶・学習等の高次機能および神経の異常による神経疾患に関する基本的知識
を修得する．

Outline〉 神経系の基本的な構築と機能を全体的に理解した上で，脳の複雑な高
次機能の最新の分子の働きを学ぶ．さらに，神経疾患の分子メカニズムにつ
いて学ぶ．脳の研究はまさに日進月歩で進展しているので，できるだけ最新
の知識を取り入れた講義を行う．

Style〉 Lecture
Notice〉 積極的に質問して下さい．授業中に，あるいは授業終了後でも教員室を
訪ね疑問点を解決してください．21世紀は脳の世紀といわれています．自分
が興味を持てるものを見出して楽しく勉強して下さい．

Goal〉
1.神経科学の基礎

1)神経組織の構造が説明できる．
2)神経細胞の特徴を説明できる．
3)グリアの特徴と神経細胞との関係を説明できる．
4)神経伝達の分子メカニズムが説明できる．

2.感覚神経および運動神経
1)化学感覚 (味覚と嗅覚)系の分子メカニズムが説明できる．
2)視覚系の分子メカニズムが説明できる．
3)聴覚と平衡感覚系の分子メカニズムが説明できる．
4)体における感覚系の分子メカニズムが説明できる．
5)運動における脊髄の役割を説明できる．
6)運動における脳の役割を説明できる．

3.脳と行動
1)脳の化学的な制御について説明できる．
2)食物摂取における短期および長期の調節について説明できる．
3)性差と脳について説明できる．
4)感情における脳のメカニズムを説明できる．

4.記憶と学習
1)記憶システムを説明できる．
2)記憶と学習の分子メカニズムを説明できる．

5.神経疾患
1)精神疾患の分子メカニズムを説明できる．
2)神経変性疾患の分子メカニズムを説明できる．

Schedule〉
1.講義の概説及び脳の構造と機能
2.神経系の構成，感覚系
3.神経系の構成，運動系
4.神経系各部の構造と機能
5.脳の発生
6.脳の構成細胞 / ニューロンと支持細胞
7.基本構造と機能特性
8.神経情報の伝導と伝達
9.興奮と抑制の伝達

10.神経伝達とシナプス可塑性のしくみ
11.全体的な神経機能調節
12.脳の高次機能, 記憶と学習
13.神経・精神疾患の分子機構 (1)
14.神経・精神疾患の分子機構 (2)
15.神経・精神疾患の分子機構 (3)
16.定期試験

Evaluation Criteria〉 出席・レポート・試験で評価する．
Re-evaluation〉 実施する．
Textbook〉 未定
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217200
Contact〉
⇒ (研究室)薬学部・生化学(本館3階)

(Eメールアドレス)yosimura@ph.tokushima-u.ac.jp (Office Hour: 講義開
催曜日の 12 時 - 13 時)

Note〉 平成 21年度以降開講予定
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